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1．はじめに

テレビの誕生とともに生まれた「テレビ美術」
がどのように成り立ち，変遷してきたかを，関
係者の証言をもとに読み解くシリーズの第2回
は，「ドラマのセットデザイン」をとりあげる。

日本でテレビ放送がスタートしたのは，1953
年2月1日だが，それを遡ること13年，第2次
大戦中の40年4月13日，日本放送協会技術
研究所の実験スタジオにおいて，日本で最初
のテレビドラマ『夕餉前（ゆうげまえ）』が制作
され，放送会館と愛宕山に向け放送されてい
る1）。41年，太平洋戦争の開戦とともにテレビ
の実験放送は中断するが，戦後，46年6月再
開，NHKは，48年6月に有線で戦後初の公
開実験に成功，50年3月には電波による実験
にも成功した。

53年の本放送スタートまでのテレビ実験放
送時代，そして，本放送スタートからのテレビ
草創期に，番組のスタジオプランに携わるセッ
トデザイナーたちは，何を踏襲し，どんな試行
錯誤を重ねて，この新しい職能を形成していっ
たのか。本稿では，ドラマ番組を例に，デザ
イナーたちの証言から，この時代の「テレビ美
術」の成り立ちを探ることとする。

＜定義と研究素材＞

番組内容にふさわしい情景をどのように創
りあげるかは，番組作りの重要な要素である。
番組の情景表現＝シニックデザイン（scenic 
design）を担当し，情景を造形的に創作し，
設計する業務を，本稿では，「セットデザイン」，
担当者を「セットデザイナー」と定義する。

テレビとともに生まれた「テレビ美術」がどのように成り立ち，変遷してきたかを，関係者の証言をもとに読み
解くシリーズ「『テレビ美術』の成立と変容」の第2回は，「ドラマのセットデザイン」を取り上げる。テレビの草創
期を，①本放送までの実験放送時代，②本放送スタート後の生ドラマ時代，③VTRと生を併用した時代，④
VTR時代と4つの時代に分けて，それぞれを知るセットデザイナーに，当時の現場の様子を語ってもらった。生
放送，狭いスタジオという制約の中でのドラマ制作は，まず美術ありきだった。カメラとセットの位置を巧みに設
計して，画面に違う表情と奥行きを与え，最小限で最大の効果を得るというテレビドラマの基本的な手法が，実
験放送時代にすでに生まれていた。KRT（ラジオ東京テレビ）の『私は貝になりたい』は，VTRと生を併用した
最初の本格的なドラマだったが，実際はVTR 編集ができなかったために，VTRのメリットが大きく活かされた作
品ではなかったことも改めてわかった。そしてVTRが使えるようになると，セットは大型化し，丁寧に作り込むこ
とができるようになる。テレビ美術の可能性は格段に進歩した。

　　　　　　

「テレビ美術」の成立と変容
（2）ドラマのセットデザイン

             メディア研究部  廣谷鏡子
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また，以下の方々の証言を資料として使用す
る（掲載順，＊は「放送人の会」収録による「放
送人の証言」）。
・橋本潔さん…52 年，NHK でのテレビ実験

放送に照明担当として参加ののち，NHK，
民放でセットデザイナー。（2001 年 12 月 25
日＊，13 年 2 月 20 日収録）

・森真人さん…テレビ放送開始の 53 年から，
NHK でセットデザイナー。NHK 美術の組
織作りにも尽力。（09 年 5 月19 日収録）

 ・坂上建司さん…55年，KRT（現・TBS）入社。
『私は貝になりたい』ほか数多くのドラマ番
組のセットデザイナー。（14 年1月15日収録）

・富樫直人さん…59 年，NHK 入局。『事件記
者』，『大河ドラマ』など数多くのドラマ番組
のセットデザイナー。（08 年 4 月12日収録＊）

2．狭いスタジオを使いこなす
　　　　         ―実験放送時代

 
実験放送時代を知る人はもう多くはないが，

舞台照明を手掛けていた橋本潔さんは，この
最後の時期に照明家として関わっている。アナ
ログ放送が終了する2011年まで，テレビの現
場で活躍していた。当時の現場をよく覚えてお
り，著書も記している。特に，実験放送時代
について，再度，記憶を掘り起こしてもらった。

橋本：（52 年の）7 月末くらいに技研（NHK 放
送技術研究所）に見学に行ったんですかね，
8 月の中旬に NHK から電報が来て。「NHK
には音の技術者が，表現者がごまんといま
すが，ラジオを画にしたいのに専門家がいな
い」というので，最初は非常勤嘱託みたいな

感じで来てくれということだったんです。1 か
月後に突然「職員」という辞令を持ってこられ
て，「もうこれでお願いします」となっちゃって

（笑）。（内幸町にあった NHK 放送会館の）
事務室を改造したスタジオですから，高さも
中途半端で。「こんなところ，これがスタジオ
になるの？」「これから本放送に突入するの？」
と，みんな訳のわからない状態で。

　TVスタは，…床面積は 35 坪，…スタジオ
の約半分は，テレビ普及のための見学者用の
バルコニーが張り出していて…天井までの高さ
4メートル…，実際に使用できる高さは 3 メー
トル（9尺）だった。ビルの一室を改造したため，
スタジオの中央には 90センチメートル角のコ
ンクリート柱が立ちはだかっていた。（『TV-
ART OF JAPAN』23 頁）

VTRが登場するまではドラマも生放送であ
る。テレビドラマは，「ラジオドラマの立体化」
だったと橋本さんは言う。当時，NHKには，
舞台出身の島公靖さん，芝田圭一さん（ともに
故人）というセットデザイナーがいた。

1930 年，京都生ま
れ。52 年，NHK 技
術局放 送技術研究
班でテレビ実験放送
に照明担当として参
加，本放送開始とと
もにデザイナーに。
その後、フリーとな
り，日本教育テレビ

（現テレビ朝日）の
美術監督を 95 年ま
で務めた。

橋本　潔 さん
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橋本：島さんがまず最初に考えたのが，この狭
いスタジオの中で何とかたくさんのシーンを入
れられないかということ。とにかくスタジオ
が狭いからって，僕たちはその狭いスタジオ
を条件にして，これしか作らないというのは
卑怯じゃないか。とにかくこの狭いスタジオを
使いこなして，思い切りたくさんのシーンを盛
り込めるっていうことを，いっぺん実験しよう
ということになったんですね。…つまりシーン
が増えていかない限り，ラジオドラマから成
長しないですよ。

その狭いスタジオ「テレスタ」で，橋本さん
が初めて関わったドラマが『ミシン』（52年11
月20日放送）である。座敷と縁側，ちょっと
した植え込みだけのセット，縁側に置かれたミ
シンをかけながら，会話をするといった30 分
の極めてシンプルなドラマだ。照明の橋本さん
は，こんな狭いスタジオなら「照明で明暗をつ
ければ，アクセントがついてもっと面白い画に
なるんじゃないか」と考えた。日の当たる縁側
にしようと照度を上げると，全国津々浦々にき
れいな画を出すのが NHKですから，そういう
映像が乱れるようなことは絶対にやめてくださ
いと，技術の人に全部修正されてしまった。そ
こで，「こんなばかばかしいこと，僕はやめた」
と，その後，セットデザイナーに転身すること
になる。

橋本：スタジオには，少なくともカメラマンが 2
人，カメラのケーブルさばきが必ず 2 人いな
きゃいけない。音声がいて，照明がいて，あ
と AD が 1 人か 2 人，衣装，メイク，大道
具に助手，それで俳優でしょ。それから，ラ
ジオの人でテレビに興味をもって見に来てい

る人もいました。それで 17，18 人くらいにな
る。30 坪しかないところにセットがあるわけ
でしょ。その間をカメラが走り回るわけです
から，その間は皆，逃げたりしながらやるわ
けですよ。カメラのケーブルさばきをどうする
か，ということも，デザイナーが決めなけれ
ばいけないんです。
　だからまず，このスタジオに，この台本に
基づいて，どういうセットを作れば成立する
というのを判定するのが美術なんですね。こ
ういうこともできる，こういうことはできない
というのが，全部具体的なことが見えている
のが美術，デザインですね。

つまり，美術セットが決まらなければ番組は
スタートできなかった。狭いスタジオの中に，
セット，カメラ，そして俳優，スタッフがひしめ
き合っている。想像するに，そんな中で，台本
通りに撮ることなどできるのだろうか。しかし
橋本さんの話を聞いて，素人考えを恥じる。

橋本：放送の脚本は変えちゃだめなんです。動
かしたら全部グチャグチャになるので，決定
したらその脚本は絶対に変えられないです。
その脚本を，ちゃんと仕上げるということの
ほうが成功するんですね。結局，シノプシス
はディレクターのほうにあって，こういうふう
に書いてほしいんだ，という指示みたいな形
で誘導していくしかないですね。（そうすれ
ば，現場で）ちゃんと流れる。ほとんど 99％
はピシャッといくんですよ。みんなが生放送
の空気に，ピッタリかみ合ってますから。そ
れがみんなでやれていたっていうのが，不思
議な，もう，これ，エネルギーですね。
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3．カメラは 10 円玉
―本放送スタート

53年2月1日，テレビの本放送が始まる。初
のドラマは『山路の笛』（53年2月4日放送）で
あった。8月28日には日本テレビも開局，両局
は，競うようにドラマを制作していく。初期の
ドラマの多くは30 分の単発ものだったが，そ
の年の秋には，連続ドラマも登場する。連続
ドラマをやるということは，労力が大幅に減る
ことであった。同じセットで何週分も撮ること
ができるからだ。しかし，それだけではなかっ
た。「テレビドラマ」が新しい表現のジャンルと
して定着することに，当時のスタッフは気づき
始めていたのかもしれない。

橋本：ホームドラマがいちばんピンとくるらし
いよということで，そこへダーッと流れていっ
ちゃうんです。茶の間だから，そういう他愛
もない（言葉の）あやみたいな話をしていて
も，見てるほうが寝転がったり，立ったりし
ながら見ているから，生理的にもつんですね。

（映画的なスペクタクルよりも）女優さんが何
となくしゃべってて，「ねえ，そうでしょ」なん
て言ってるほうが，ちゃんともつんですよ。「あ，
これはもうテレビと映画の違いだ」って，その
ときにみんなわかったんですよ。

本放送スタートとともにNHKに入ったのが，
森真人さんだ。芸術大学の先輩だった島公靖さ
んに声をかけられ，最初はアルバイトだったが，

「僕がやったことはとにかく初めてということにな
るわけ，何をやっても。僕は油絵描きだから動
く映像はやってないわけ。でもそれが面白くて，
バイトのつもりが…」と，結局，島さんのあとを

継いで，NHKの美術の発展に貢献することに
なる。

森：当時はまだ，美術専門のセクションはなく
（テレビジョン局 美術班），舞台の大道具，
小道具，映画のメイクさんなど，ほとんど外
部の力を借りていました。「テレスタ」で，夜
に主としてドラマをやっていた。舞台と映画
のどっちをとるべきか，大道具も小道具も悩
んでいました。生放送で編集がきかないから，
道具も舞台の方式をほとんど入れたそうで
す。毎日やっては壊すので舞台なんです。映
画はある程度バチッと作って，あっちからも
こっちからも撮れるでしょう。基礎用語も主
として舞台からの影響があった。
　ただ舞台と違うのは，平台の高さを 5 寸（1
寸は約 3.03 センチ）にしたわけです。舞台は
4 寸なんですけどね。というのは，それを縦
に使ったり横に使ったりして，…非常にユニッ
トとして使いやすいわけでしょう 2）。そういう
のをどういうふうにするかというようなことも，
だいぶ研究会を開いてやったんです。
　夜，そのスタジオでリハーサルをするんです。

1930年，千葉県生
ま れ。53 年，NHK
入局。ドラマを中心
に，さまざまな番組の
デザインを担当。デ
ザイナー管理の側か
らも，NHK 美術の組
織作りに尽力した。

森　真
ま

人
びと

 さん

APRIL 2014
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『ミシン』平面図▶
（NHK, 1952 年）

島公靖デザイン
（橋本潔さんによる描き起こし）

（NHK, 2009 ～ 11 年）
山下恒彦デザイン

橋本潔さんは，NHKが2009年から3年かけて
放送したスペシャルドラマ『坂の上の雲』の「子規
庵」のシーンを見たとき，あることに気がついた。
島公靖さんがデザインした『ミシン』の図面には，

『坂の上の雲』に至るまでのカメラ割りのイメージ
が全部ある，というのだ。
「カメラとセットとの関係で，どうすればどういう

ふうに深い画（カット）に入っていくかという基本
のメソッドを，『ミシン』で，島さんがもう考えてる
んですよ。そこまで見抜いていたというか，基本
的にテレビ（カメラ，セット）がこういうふうにして
いけば，画のイメージがどんどん膨らんでいくとい
う，その基本のポイントを押さえていたんですね」

そこで，『ミシン』と『坂の上の雲』の「子規庵」
の平面図を見比べてみる。『坂の上の雲』のデザイ
ンを担当した，NHK映像デザイン部の山下恒彦
デザイナーに実際に見て，検証してもらった。

＊

まず，左の『ミシン』の平面図を見ると，カメラ
は2台で，カメラポジションはA，B。ほぼ写真①，
②のようなカットであろう（映像は残っていない）。
橋本さんによれば，スタジオが広く，セットの奥に
回り込めるスペースがあれば，奥からのカットを撮
ることで奥行きをつけることもできた。しかしこの
スタジオではそうした余裕はなく，2台のカメラに
よる映像構成となっていた（実際に島さんは，スタ
ジオが狭いからこれ以上のことはできないよ，と
話していたという）。
『ミシン』のセットにあたるのが，右の『坂の上

の雲』「子規庵」の，子規の寝ている部屋である。
『ミシン』と同様，縁側があり，奥に座敷がある。
庭側から撮ると，写真③，④のようなカットになり，
これは，『ミシン』における正面からの映像（写真
①，②）に類似している。

ちなみに，『坂の上の雲』では，子規庵を庭とは
反対側の奥の廊下から撮影したカットがある。2つ
の部屋とその背景の庭が見えて，奥行きのある映

『坂の上の雲』▶
子規庵平面図 　  

A B

写真① 写真②
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深夜までかかって。それで大道具，小道具を
全部いっぺんばらして，搬出する。それで昼
間の番組に変わる。デザイナーはそれに全部
つきあっているんです。狭いし，ちょっとでも
狂うと，カメラが通れなくなったりするでしょ
う。それでいて昼間の番組も飾って，その間
に次の番組のデザインもするわけでしょう。

だから寝る暇もなかった，と森さんは苦笑
する。寝る時間が惜しいほど一生懸命だった。
でもだからこそ，現場には活気と熱気があっ
た。いろいろな工夫も生まれた。

森：初めて生木（なまき）を入れたのも僕なん
です。それまでは舞台で使うような書き割り
を使っていたんですが，晴海ふ頭でイベント
をするのに生木を運んでいるトラックを見て，
テレビドラマでも使おうと思ったんです。は
るかにリアリティーがあるわけでしょう。（背
景に）ぼやっとしか映っていなくてもそうなん
です。また，その当時は，美術はガラスを扱っ
ちゃいけなかったんです。ハレーションを起
こすので。残像がずっと残ってしまうんです
よね，カメラに。だから，使ったとしてもス
リガラスのザラザラのほうだけを使うとか。
　大道具では，毎日壊して組み立てて，その
たびに大道具さんが運搬していたので，その
操作性，効率性，経済性について研究した
り，色にしても，A，B，C と，指定色を作っ
たりしました（画面がモノクロなので，明度を
変えないと白と黒が表現できない・筆者注）。

スタジオの狭さの問題は，本放送になった
からといって解決したわけではない。VTRの
登場はまだ先で，編集ができない状況も変わら

像になっている。寝たきりの子規の背景に庭が見
えているようにしたかったので，こういうプランに
なった，と山下さんは言う。『ミシン』でもスタジオ
に余裕があれば，ひとつしかない部屋の周りにど
んどん部屋や廊下をつけたして，『坂の上の雲』と
同じようなカットを撮ろうとしただろう。おそらく同
じようなプランになっていくことが予想できる。

　 　 　 ＊ 　 　 　
現役デザイナーの山下さんが見ても『ミシン』の

セットは，「画面上は奥行きがあるように映る，最
小限で最大の効果を得られる効率的な図面」の，
最も単純で凝縮された「基本中の基本のセット」で
あるという。そしてその考え方は，初めて４K（現在
のハイビジョン画素数の4倍）で撮った『桜ほうさ
ら』（NHK，14年1月1日放送）でも同じだそうだ。
『ミシン』は実験放送最後の年に作られたドラマ

であり，それ以前のドラマの図面を入手すること
ができないため，テレビドラマセットの原型が『ミ
シン』にあった，と言いきることはできないが，少
なくとも，実験放送時代に，セットプランの基本
的な形は生まれていて，その原型は60年たった
現在も生き続けているのである。

APRIL 2014
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ない。そんな中，より面白いドラマ空間をどう
作っていったのか。

森：演出家と作家と缶詰めになって，ワンシー
ンごとに決めて，プランと図面を作るんです。
数十坪のスタジオで 18 シーンくらいあったり
するわけです。茶の間があったり旅館があっ
たり，喫茶店があったり公園があったりと。
それを狭いスタジオにいかに入れ込むか。カ
メラは 3 台しかないでしょう。こっちのシーン
を撮ってこっちのシーンへ行こうと思っても，
カメラの前は通れないわけですよね。そうい
うカメラワークを考えないとセットデザインも
できない。
　50 分の 1 でスタジオの平面図を作るんで
す。それでカメラを 5 円玉と言う人もいるし10
円玉と言う人もいるんだけども，（硬貨をカメ
ラにたとえて動かして）3 台がこんがらがらな
いように，この平面図の中で動けるようにプ
ランを作るんです。
　僕は『事件記者』（58 ～ 66 年）をやった
んだけど，演出家よりも僕が先に行って作家
と打ち合わせをしないといけない。いまでも
そうだけど，遅いでしょう，作家というのは。

僕が打ち合わせをして，ある程度シチュエー
ションとかを聞いて，その日に出勤して図面
を引いて出すんだけれども，（台本を見ると）
泥棒が全然違うところから入ってきたりするよ
うになるわけ。なのに，そこは全部，それこ
そはめころしで作っていたりするわけ。そこ
から泥棒が入るなんて変更になったりすると
困るわけ（笑）。
　ワンカットワンカットが繫がればいいわけ
だから，ワンシーンごとのセットデザインをし
た覚えもあります。写真を拡大する技術（写
真パネル）も一時期流行りだすんです。モノク
ロだからできたのかな。VTR ができる前ま
ではそういう気運がありました。そのころま
でかな，映画のようなリアリズムではなくて，
やや舞台のような斬新な，テレビドラマとい
うものを模索していた演出家もいますよ。テ
レビ独特の演出方法を真剣に考えていました
ね。

森さんは，66年の夏から秋にかけて，欧米
の放送局に研究留学をしている。命題は2つ
あった。ひとつはカラー化，もうひとつは，セッ
トを木やプラスチックで作って恒久的に使う欧
米の方式を学んでくることだった。BBC（英国
放送協会），ORTF（フランス放送協会，現フ
ランステレビジョン，ラジオフランス等）など，
どのスタジオのセットも本物と変わらぬ質感を
持たせていることに驚いたという。文化の違い
もドラマ作り，映像作りに反映すると感じた。
プラスチックの原料，種類，型，加工方法など
についての詳しい報告が，部内冊子「デザイン
ニュース」（NHK芸能局デザイン班発行）に記
載されている。66年4月から発行されているこ
の冊子によれば，このころから，大道具への

『事件記者』（NHK，58 ～ 66 年放送）
小料理屋「ひさご」のセット
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プラスチック素材の導入が盛んに検討されてい
る。

森さんはやがて，デザイナーもやりながら，
美術セクションを統括・管理し，デザイナーを
育成する業務に関わるようになっていく。

森：企画があって，作家がいる，演出家がい
る，カメラ，照明，音声がいる。デザインと
いうのは，彼らのよさを認めないと成り立た
ない仕事です。己を殺さざるを得ないという
か。これらのセクションがそれぞれ 100％の
機能を発揮してよい作品になる。要するにそ
れが総合映像芸術ということなんでしょう。

4．VTR への過渡期に生まれた
　  傑作ドラマ

58年10月31日夜，あるドラマが放送された。
ラジオ東京テレビ（KRT，現TBS）の『私は貝
になりたい』である。昭和33年度芸術祭賞を
受賞，本格的なドラマとしては初めて，VTRを
使用したものとしても記憶される。前半の30分
をVTR収録，後半60分は生放送だった。

VTRは…，KRTには放 送の1か月ほど
前に1台入ったばかりで，まだ編集はでき
なかった。幅2インチのVTRテープも高価
だったが，途中切らなければ VTRを使って
もいいということになり，冒頭のコマーシャル
とトップタイトル，そしてフランキー堺が MP

（憲兵）に逮捕されるまでちょうど30 分間を
VTRに撮った 3）。（『20世紀放送史』387頁）

VTRの使用は，現場にどのような影響をも
たらしたのだろうか。美術的には変革があった
のか。演出の岡本愛彦氏をはじめ当時を知る
人の多くが故人となったいま，美術を担当した
坂上建司さんが，当時の現場を語ってくれた。

坂上：その年に巣鴨（拘置所）が取り壊しにな
るというので，岡本さんと話をしたときにやろ
うということになって。見学に行ったらともか
くまだ残っていて，でも，写真も撮ってはい
けない，寸法を測ってもいけない，スケッチ
もしてはいけない，見るだけだという。そん
なのでリアルにやろうと思ったら何も撮れない
よということになってしまった。裁判所は横
浜地裁の裁判官席を参考にしましたが，あと
は全部創作です。制作期間もないし，（スタ
ジオの）スペースもないし，生だし，だから舞
台と同じですよね。何幕，何幕で，転換のと
きの幕を下ろすように，インサートカットで雪
を撮ったり，雨を撮ったりね。その間に，役
者は（次のセットに）走るわけでしょう。その
途中で衣装替えもしなきゃならないんだから。
着替え室なんてものはなく，着るものはその
へんに置いてある（笑）。
　岡本さんの場合は僕もずっと組んでたけ
れど，こっちで大ざっぱに平面図を描くんで

1931 年，長野県生
まれ。学生演劇で美
術を担当，舞台美術
家・河野国夫氏に師
事する。55年，KRT

（現・TBS）入社。『私
は貝になりたい』『日
曜劇場』ほか，主に
ドラマ番組のセット
デザインを手掛けた。

坂上建司 さん

APRIL 2014
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す。そうすると彼が，ここのところはどうのこ
うのって，撮れないところは取るとか，それ
で人間はどうなるか，動きがあるかというね。
…要するに変な話，演出の助手みたいなこと
をやって（笑）。
　あのころはものを作ったらそれを削るしか
ないですからね。プラスはできない。スタ
ジオに入らなきゃだめ。それも長丁場だし，
順番に撮っていかなきゃいけないからね。

「ちょっと待て，ちょっと待て，ここからここ
までカメラがすっ飛ぶだろう」「じゃあ1台こっ
ちに待ってるからね」と組み合わせていかな
きゃいけない。
　C スタだから 230 坪あったかな。カメラは
普通は 3 台だけど，芸術祭（参加）だから 6
台使った。でもあまり入れてもらっても，動き
回るスペースを確保する必要があるし，1 台は
インサート用にとんでもないところに置いてお
かないと。美術予算も普通の番組の何倍なん
てことはなかったですね。

VTRは使用できたものの，編集ができない
ので生で一気に撮るしかなかった。テクニカル
ディレクター・高橋和彦氏の制作レポートによ
ると，以下のようなスケジュールである。

・ （10 月）25 日　総員立ち稽古に出席，機器
建設係りはセッティングに専念した。

・ 26日　第 1 回 VTR 取り午前零時より開始。
終了後，ただちに，プレイバックしてスタッ
フ，キャストに見てもらう。現在の VTR は録
画中はその状態もただちに確認出来ないの
で，操作員はプレイバックするまではどんな
にとれているかわからない。第 2 回 VTR 取
り。再生が終わったのはすでに夜も明けそめ

た頃であった。
・ 29 日　後半の“なま”の部分のリハーサルに

入る。VTR の疲れが消えず，体力の回復に
注意する。

・ 30 日　カメラリハーサルで通し。
・ 31 日　本番当日，2 時集合。本番リハーサ

ル開始。本番でミスカットとなる危険が強
かったワイプ使用を中止する。6 時の番組予
告にスタジオ風景が放送されている時で，冷
汗三斗とはよく言ったもの。（「『私は貝になり
たい』のスタジオ技術をめぐって」94-96 頁）

26日のVTR収録が終わると，いったんスタ
ジオセットをばらす。31日の生本番用のセット
に転換するためだ。初期のプランではC，D，
2つのスタジオを用いる予定だったが，Cスタの
みとなったため，全シーンのセットを一度に組
むことはできなくなった。生放送だけで通すと
なると，セットの数が少なくなってしまう。当
然，シーン数も減り，映像表現は制限される。
そこで，VTRと生を組み合わせた。1時間30
分という長丁場，生で走りきるのは，役者やス
タッフの体力面でも困難だっただろう。美術ス
タッフとしてはどうだったのだろう。

坂上：ほかの番組でもあったけど，いくつもセッ
トを作ったことあるんだけどね。芝居を落ち
着いてやってられないんです。それもあるん
だよね。一部休憩が入って，生を 2 本撮った
という感じでしかないですね。

番組の前半は，理髪師である主人公の理髪
店兼住居を中心に物語が展開する。落ちたハ
サミのインサートで，VTRは終了。つなぎ目は，
編集なしで乗り換える。VTR部分が終わって，
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後半の生放送部分が，裁判シーンから始まる。

坂上：タイムキーパーとものすごく打ち合わせし
て，大音響の音楽（レコード）をスタンバって
おいて，「本番いくよー」ってボーンと。ズーン
と切り替えて東京裁判になるわけです。

後半の生放送でも，理髪店のシーンは頻繁
に登場する。いったんばらしたセットだが。

坂上：建て直してるんです。同じものを建てる
んです。戦時中を戦後に模様替えするだけで
す。当時はそれはお手の物だよね。レギュラー
番組は毎回だから。大したことではないです
よ。楽で喜んでるんです。

巣鴨拘置所のセットは，前述したように全部
創作せざるを得なかった。予算も潤沢ではな
かったし，時間も材料もなかった。演出の岡本
ともかなりやり合ったようだ。

坂上：どうしても（拘置所に）金網が欲しいっ
て言うんだよね。俺は駄目だって言ったんだ
よね。予算もあるし，物がないしね。だから，
鳥小屋で使うような金網ですよ。そりゃ無理

だって言ったんだけどね。やめてくんねえか
なって。鉄格子も，いまだったら本当の鉄の
を使う。あれ，みんな木ですよ。原則として
大道具は全部，木，紙，布です。プラスチッ
クもないですね。雪なんてのは麩ですよ，麩。
　鍵がね，岡本つぁんと大げんかなんだ（主
人公が収監されたことを象徴する，錠前の
アップがある・筆者注）。こんな江戸時代の
鍵やめてくれって言ったんだよね（笑）。そう
したら，「いや，象徴だ」と言うんだよ。象徴
といったってね，拘置所にこんな鍵。「ねず
み小僧が出てきそうなやつなんて，冗談じゃ
ねえよ」みたいなけんかした。「笑われるのは
俺だよ」って。

拘置所の監房は，リアリティーよりも，撮り
やすさ，撮れる画を重視した。当時のカメラは
大きく，動きは悪い。焦点距離の違うレンズを
切り替えるたび，ガシャーンという音をマイクが
拾ってしまうので，生放送中はズームインもアウ
トもできない。

坂上：（ズームインは）カメラが寄るしかない。
それか，人間が来るかね（笑）。
　拘置所の（監房の）中，普通，平場でしょう。
床を持ち上げないと，こんな（上から見下ろ
すような画）になっちゃう。そんなのね，小
津安カメラ（映画監督の小津安二郎が好ん
だローポジションカメラ・筆者注）じゃなきゃ
できないですよね。あんな拘置所ありません
よ。廊下が低くなっていて土間があるなんて

（笑）。

確かにそう言われてみれば，拘置所の中は，
（見たことはないが）本当らしくはない。監房の

『私は貝になりたい』（KRT，58.10.31 放送）
拘置所のシーン

APRIL 2014
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扉は，格子にすぐに破れそうな網が張ってある
し，中は土間があって畳敷きになっている。窓
があり，そこから雪や雨が降ったりするのが見
える。元司令官が元二等兵の監房に遊びに来
たり，主人公が廊下の真ん中で散髪したりす
る。しかしそれでもなお，この白黒の小さな画
面には緊迫感というリアリティーがある。ぎゅっ
と凝縮されたドラマ作りの勢いと熱がある。

このドラマの最も感動的なクライマックス，
主人公が MPに両側から抱えられて，刑場に
歩いて行くシーンにも，驚くような美術のアイデ
アがあった。演出は長い廊下を歩かせたがっ
た。そこで，まずは拘置所のセットの廊下を
歩き，いったんセットの外に出て，大道具倉庫
の通路を歩くのである。実際に，DVD化され
ている作品を見ながら坂上さんに解説してもら
う。まるで，昨日生放送したかのように，坂上
さんは語ってくれた。

坂上：ここは廊下。トップライトだけにしてもらっ
て，両脇は大道具の張り物（木材を骨にして
紙・布などを張ったもの。彩色して背景や屋
台の壁などに用いる・筆者注）に黒幕かけて。
モノクロ映像だから，それらしく見えた。回っ

てほら，ここがスタジオですね。スタジオの
でかい扉を，13 階段の入り口にしちゃえとい
うんでね。実際は（拘置所には）そんなもの
はないですよ。セットの中に階段を置いたん
です。キャスターが付いていてあちこち持っ
ていける，鉄製の階段です。コンクリートっ
ぽいベニヤをかぶせた。ちょうど 13 段あっ
た。ああいうのをごまかすと，ちゃんと勘定
してる視聴者がいるからね（笑）。

編集ができない以上，結局，美術における
VTR制作ならではの成果はあまりなかったの
かもしれない。翌年再び，脚本・橋本忍，演
出・岡本愛彦のコンビで作られた『いろはにほ
へと』（KRT，59 年11月20日放送）では，7か
所だけ編集が可能だった。その分，表現方法
は広がった。美術担当の坂上さんも，「全然い
いセットができました，希望の。これからもう
少しいい画が撮れるだろうなと。セット数も多
かったけど，でかいセットを組めたことが嬉し
かった」そうだ。『私は貝になりたい』のセット
については，「不満ばかり」だが，「あのときは
あれが精いっぱいだったんじゃないかな」と述
懐する。

58年には，生とVTRの両輪で制作されたテ
レビドラマは，VTRの普及により急速にその
質が向上していく。デザイナーの希望にかなっ
たセットプランの可能な時代が，近づいていた。

5．VTR とともに開花した
　  大型時代劇

富樫直人さんは，宝塚歌劇団で舞台装置の
仕事をしていたが，教育テレビ開局で人材を大
量に求めていたNHKに応募，NHKのセット
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デザイナーとなった。人形劇『チロリン村とくる
みの木』を皮切りに，森真人さんのあとを継い
で『事件記者』など主要な番組を担当するよう
になる。人気番組となった『事件記者』の記者
クラブと小料理屋「ひさご」のセットは，森さ
んのオリジナルデザインで，島田一男氏の台本
の上がりは遅かったが，この2つのセットがあ
れば，その空いているところに公園だとか，工
事現場だとか，事件に関するシーンをデザイン
すればよかったという。

富樫：その回のシーンだけを電話で聞き，台
本も何もないまま，セットプランを描くわけで
す。綱渡りのような仕事でしたね。

63年，現在も続く『大河ドラマ』がスタートす
る 4）。第1回は「花の生涯」（63年4月7日～ 12
月29日放送）。本格的な時代劇はテレビでは
初めてだった。演出の井上博氏は相当力が入っ
ていたらしい。

富樫：（井上さんから）これはいままでにない大
型の時代劇だから，映画に負けないようなも

のを作ろう，いままでのセットじゃないものを
作ってくれと言われましてね。そんなことを言
われてもスタジオは内幸町の 100 坪くらいの
小さいスタジオですから。埋木舎（うもれぎ
のや・井伊直弼が彦根藩主になるまで過ごし
ていた屋敷・筆者注）のプランを持っていっ
たんですけどね，打ち合わせに。最初はこん
なもんじゃだめだと言われましてね，もう大変
屈辱的でね。かなり練りに練ったプランでし
たから。もう一度そのまま持っていったんで
す。そしたら，ああいいよ，オッケーと言わ
れて。これがね，大河ドラマの，初回収録の，
平面プランの打ち合わせのひとこまです。

大河ドラマは本格的な時代劇であると同時
に，生放送ではできなかった美術的な挑戦を
可能にもした。

富樫：生放送の場合には，１回分に必要なセッ
トを全部スタジオの中に組んでおかないとい
けませんので，ひとつひとつのセットが小さ
くなってしまいます。VTR ができてからは，
セット中心に撮れるわけです。たとえば埋木
舎であれば，5 回分の埋木舎のシーンをまと
めて撮れるわけですから，スタジオいっぱい
に組めるんですね。お城の大広間のようなも
のでも組めるわけです。セットを中心に撮っ
ていくということで，大きなセットができると
いうことです。
　それだけでもないでしょうけどね，私は大
型時代劇というのは，セットを大型にしなきゃ
いけないというふうに，勝手に解釈していま
した。

VTRの登場で，ロケも可能になる。「花の生

1932年，秋田生ま
れ。宝塚歌劇団を経
て，59 年，NHK入局。

『チロリン村とくるみ
の木 』『 事件 記 者』
に始まり，初の海外
取材ドラマ『二つの
橋』，『大河ドラマ』と，
テレビの草創期から
89 年まで，NHK 美
術を牽引する。

富樫直人 さん

APRIL 2014
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涯」はラストの桜田門外の変を，大掛かりなロ
ケーションで撮ったことはよく知られている。

富樫：京都・太秦の東映城でロケーションしま
したけれども，あの 1,000 坪近いところを，
全部真っ白にしちゃうというのは，予算も少
ないので困りました。地面に雪布を敷きまし
て，屋根も真っ白にしなきゃいけないんです
けれどね，さあ，どうしようかなと思って。
絵の具を吹き付けてもらえば安あがりでいい
と思うんですけど，そういうことは（東映に）
無理をお願いしているものですから，ちょっ
と言えませんからね。

　　そしたら技術のかたがね，「絵の具吹き付
けてもらったらどうなの」って。そしたら，簡
単に，「あっ，それはいいね，そうしようよ」っ
ていうことを東映側のかたがおっしゃいまして
ね。それで，屋根瓦全部に白い絵の具を吹
き付けて，お陰様で撮りましたけれども，そ
のあとは雨が降るごとに白い雨が降ったと聞
きまして，しばらく身の縮む思いをしましたね。

セットが大型化することによって，またさら
なる工夫が生まれる。富樫さんが時代劇に取り
入れた「ワゴンセット」は，いまもドラマで多用

されている。

富樫：江戸城の大広間のようなものだとか，
あるいは江戸城と彦根城の書院を両方セッ
ティングするときには，とても全部組みきれ
ないわけですね。その場合には，飾り替え
をしたわけです。時間かけてたらだめですか
ら，特徴的な床の間だとか，書院とか，キャ
スター付きのセット，つまりワゴンセット，引
き枠ともいうんですけどね，これは宝塚の舞
台転換には多用しているものなんですが，入
れ替えちゃうわけですね，さあっと。そうす
ると 5 分か 10 分で模様替えができる。しか
も日本の建築というのはほとんどが建具です
から，これを全部入れ替えてしまうと，もう
部屋の様子が一変します。そういうことでね，
大きな部屋なんかは随分，同じベースのセッ
トでいろいろに使い分けてということもやっ
ておりました。

視聴者に好評を博した『大河ドラマ』を，富
樫さんは次 と々担当する。2作目の「赤穂浪士」

（64年1月5日～ 12月27日放送）では，セット
に本柱を使った。

富樫：そもそも生放送の時代は舞台のような
セットでした。「花の生涯」のときのセットは，
柱は無垢の柱ではなくて，箸箱のような箱の
柱であるとか，畳も歌舞伎で使ってるような，
上敷き（じょうしき）の長いものを敷いてると
か。

　　「赤穂浪士」では，本柱を使おうよ，本当
の畳を使おうよということでね。費用はかさ
みますが，年間使えるわけですから。まず，
こういうところが本物に近づいたかなと思い

「花の生涯」（NHK，63.4.7 ～ 12.29 放送）
桜田門外の変のシーン
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ます。
　　それから，NHK の富士見ヶ丘グラウンド

に，初めてオープンセットを作ろうということ
でね，（吉良邸の）門前，討ち入りのシーンだ
けロケーションしました。夏の暑いときに冬
景色です。ただ，井の頭線の富士見ヶ丘（の
近く）ですから，電車が通るんでね。電車が
通ると撮影中止ですから，終電車が終わって
から撮るわけです。始発電車が４時。こん
なに夜って短いのかと思ったものです。それ
と，夏ですからね，虫が鳴くんですよ。虫が
鳴くと虫退治ですよ。役者さんはみんな火事
装束を着てましたから，夜とはいえ大変な暑
さの中でやられたと思います。

　　冬の寒いときには，空っぽのプールに水を
張って島を作ってね，掘割作って舟浮かべて
ね，夕涼みのシーンを撮ろうと井上さんが言
い出したんですよ。それで土囊で島を浮かな
いようにして，水を入れてやりましたけどね。
12 月，みんなぶるぶる，ぶるぶる震えなが
ら撮りましたね。夏に冬のシーンを撮るかと
思えば，冬に夏のシーンを撮るわけですから。

4作目の「源義経」（66年1月2日～ 12月25
日放送）は，新しい放送センター（渋谷）での

制作となった。

富樫：200 坪のスタジオですから。内幸町の
倍になってますから。設備的にもいいし，セッ
トをストックする場所もちゃんとあるし（民放
も含め，テレビ草創期は「経営者がテレビを
わかっていない」ために，「バックヤードも全
然なかった」橋本潔さん談）。ですから随分
と変わりましたね。大きなセットを組めるよう
になりまして。で，そのころになりますと，硬
質プラスチックで石だとか，屋根瓦のような
ものができるようになりましたし，軟質のプラ
スチックでは，たとえば松の木の肌の型をとっ
て，本物そっくりのような大木の松の木がで
きたりしましたから。大変臨場感のある，ロ
ケーションじゃないかと思うようなセットを広
いスタジオに作ることができましたね。雪の
吉野山も，発泡スチロールを樹木に吹き付け
ましてね，これも初めての試みでした。

森真人さんたちが研究を重ねた大道具のプ
ラスチック化が，ここでは花開いている。この
時点で，テレビが生まれて10年そこそこであ
る。美術セットはスケールアップし，現場で培
われたアイデアが，よりリアリティーを画面にも
たらすようになっていたのである。

6．まとめ

テレビ実験放送の時代から草創期にかけて
のテレビ美術は，生放送であるがゆえに，舞
台のノウハウをまずは踏襲しながら，テレビス
タジオという制約の中で，テレビならではの発
達を遂げていった。この時代に関わったデザ
イナーたちの証言から，以下のことが読みとれ

「赤穂浪士」（NHK，64.1.5 ～ 12.27 放送）
吉良邸討ち入りのシーン
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る。
○狭いスタジオ，生放送という条件の中でのド
ラマ制作は，まず美術ありき，であった。デザ
イナーは演出家，時には脚本家とともにスタジ
オプランを練った。重要だったのは，カメラと
セットの位置関係だった。その位置を巧みに設
計することによって，画面に，違う表情と，奥
行きを与えることができた。そしてさまざまな
制約の中，最小限で最大の効果を得るという
テレビドラマの基本的な手法は，実験放送の
時代にすでに生まれており，現在も踏襲されて
いると考えられる。
○生ドラマ時代の美術は，映画のように，じっ
くり同じ場面を撮ることができない，セット
の保管スペースもないといったデメリットから，
作っては壊し，組み立てて，という非効率な
ものではあった。しかし舞台のように時系列で
撮っていく方法は，役者にとっては，感情移
入が容易であったはずであり 5），スタッフにとっ
ても，生放送という緊張感や高揚感が，証言
からも，また実際，『私は貝になりたい』の小
さな画面からも窺える。「それを映画にしても
だめでしょう」と坂上さんは言ったが，まさに
テレビという小さな箱の中の宇宙が，視聴者
に訴えるドラマとなり得たのではないか。事実，
現代の視聴者である筆者は，『私は貝になりた
い』を深い感動を持って見た。当時は，現場
にリアリティーを追求する余裕さえなかったが，
それ以上に，その画面は，新しいものに取り
組む現場の活気や情熱を映し出していたのか
もしれない。
　ただ，『私は貝になりたい』は VTR 使用作品
ではあったが，編集ができないため生本番を
2 回繰り返し撮ったというのが事実に近く，す
べてのセットを組める大きなスタジオがあれば，

生放送でも可能だった。VTR のメリットが大き
く活かされた作品ではなかったことも，改めて
わかった。
○ VTR での編集が可能になったことは，演出
的技法だけでなく，テレビ美術の可能性も格
段に進歩させた。セットは大型化し，丁寧に
創り込むことができるようになった。それと同
時に，セットの質も向上していった。
　「あのころはリハーサルは長かったけど，本
番が終わると，みんな本当に終わりだからね」

（坂上建司さん）
　「生放送のね，『事件記者』やっているころは
ね，放送が終わると終わるんですからね。そ
れはさっと帰れるんですけれども。VTR が開
発されるまでは」　　　　　　（富樫直人さん）

彼らの証言に限らず，収録＝放送という生放
送時代は，収録が終わってしまえばそれで終
わりだった，という言葉を生ドラマ時代を経験
した人たちからよく聞く。片や，現在のドラマ
制作では，1分を撮るのに2時間収録している
計算になるそうだ（ちなみに，4K制作のNHK

『桜ほうさら』は2.2時間）。
60年以上前，映画界から「電気紙芝居」と

揶揄されていたテレビドラマは，いまでは解像
度も表現力も，映画と見まがうまでになった。
テレビドラマは60年で確かにここまで来た。
しかし，置き忘れてきたものもありはしないか。
先人たちの辿ってきた道を伝えることが，これ
からのテレビを考えるひとつの契機になれば嬉
しい。

（ひろたに きょうこ）
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注：
 1） 同じ年，日本放送協会は，東京で開かれること

になっていた第 12 回オリンピックをテレビ中
継すべく，予算を投じて開発を進めていた。だ
が，時局の緊迫はそれを許さずオリンピックは
中止，「この競技の中継が日本におけるテレビ
放送の第一歩とならず，ドラマがテレビ放送開
始をシンボリックに担うものとなったというの
は，偶然とはいえ，興味深いことである。」江
藤文夫（1971）「放送民俗学 7 テレビドラマの
出発点」『放送朝日』7 号

 2） 「テレビジョンのセットは，舞台のように素早
い転換よりも，細かく高低差のある組み方に重
点が置かれるため，3 尺 ×6 尺，3 尺 ×3 尺，
厚さ（高さ）5 寸の平台が基本的な形となって
いる。特異なのはアブラゲという二辺が 3 尺の
直角三角形の平台である。三角形はアブラゲに
似ていることからこの名があるようだが，四角
なセットの角を落とし，カメラワークをスムー
ズにする効果もあるので重宝がられる平台であ
る。」日本放送協会編（1981）『NHK テレビ美
術読本』日本放送出版協会

 3） ビデオテープの編集は可能だった，という説も
ある。「（岡本は）『編集に自信がないのさ』『編
集してごまかすことができない完全主義者なん
だよ』というような陰口もたたかれたが，自身
は『テレビのナマの良さと，劇場用の画質の良
さを兼ね備えた新しい作品を作りだしてやろう
と思っただけでね』と語っている。」東京ニュー
ス通信社（1994）『テレビドラマ全史 1953 ～
1994』

 4） 1 作目には『大河ドラマ』という名称はなかっ
た。2 作目「赤穂浪士」初回の 1 月 5 日，読売
新聞テレビ欄に，「大河ドラマ『赤穂浪士』スター
ト」という紹介記事があり，このときからそう
呼ばれるようになり，定着していったと思われ
る。鈴木嘉一（1997）「娯楽時代劇から歴史ド
ラマへ～『大河ドラマ』の誕生～」『放送研究
と調査』1 月号

 5） 『私は貝になりたい』主演のフランキー堺は，「テ
レビだとしょっちゅう緊張していなきゃならな
いけど，三十分なり一時間ですね。…ですから

『貝』を映画にする時のことを思うと，長いあ
いだあの清水豊松という人間になりきることは
たいへんだろうと思うんです」と，内村直也と
の対談で語っている。内村直也★フランキー堺

（1959）「対談 テレビ演技の独自性」『季刊 テ
レビ研究 2』
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